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広報あぐい　2019.6.15

20％減量の達成に向けて
～　阿久比町家庭系ごみ減量化計画実施中　～

　町では、平成30年度と令和元年度の2年間で、家庭系ごみを20％減量することを目標としています。2年間の
取り組みで20％の減量が達成できなかった場合、令和2年度以降にごみの有料化を検討することになっています。
　今回から、皆さんが日々の生活で実践できるごみを減らす方法など、ごみ減量化への取り組みについての連
載を始めます。連載記事を参考にして、目標の達成のためにごみの減量化をお願いします。

　リデュースは3Ｒ〔ごみを減量化する3つのキーワードである“Ｒｅｄｕｃｅ”（リデュース）、“Ｒｅｕｓｅ”（リユース）、“Ｒ
ｅｃｙｃｌｅ”（リサイクル）の頭文字を取ったもの〕のひとつで、できるだけ無駄なごみを減らす取り組みのことを指し
ます。リデュースには以下のような取り組みが上げられます。

5月21日に、南部小学校の4年生が社会科の授業で、ごみの減量化について勉強しました。

次回は7月1日号です。“Ｒｅｕｓｅ”（リユース）について取り上げます。

■問い合わせ先　建設環境課環境係　(48)1111(内1212)

▲　リサイクルによって作られた原料に興味を持つ児童▲　クイズに答えて学ぶ児童

今回のキーワード “Ｒｅｄｕｃｅ” （リデュース）

新連載
第 1 回
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　食材は計画的に食べ切れる分量を
考えて買い、残さず食べてください。
宴会などでは、3010運動を実践して
ください。3010運動とは、宴会で乾杯
後30分とお開き10分前は、自席で料
理を楽しむ、食品ロスの削減を図る運
動です。一人一人が「もったいない」を
心掛けて楽しい宴会にしてください。

　買い物をしたとき、必要以上の包装
は断ってください。弁当を買ったとき
の割り箸、デザートを買ったときのス
プーンなどはもらわず、家にあるもの
を使うように心掛けてください。

　外で弁当を食べるときなどは割り箸
ではなく自分の箸（マイ箸）で、水分補給
はペットボトルではなく水筒などマイボ
トルを使用する習慣を付けてください。

　草にも水分が含まれています。
刈った草は、しばらく置いて乾燥
させてから捨ててください。

　マイバッグを持参すれば、レジ
袋がごみになりません。

　生ごみにはたくさんの水分が
含まれているため、しっかり水を
切ってごみの量を減らしてくださ
い。また、町が行っている生ごみ
堆肥化装置購入費の補助を利用
して生ごみ処理機を購入し、生ご
みを有効利用してください。

【
食
べ
る
分
だ
け
買
う
】

【
過
剰
包
装
は
し
な
い
】

【
マ
イ
箸
・
マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
用
】

【
生
ご
み
は
し
っ
か
り

　
　
　水
を
切
る
か
堆
肥
化
を
】

【
刈
っ
た
草
は
し
ば
ら
く

　
　
　
　置
い
て
水
分
を
抜
く
】

受注No.19E01330  ／版管理番232336-01／阿久比町役場様    
広報あぐい6/15号 20P政策協働課（210×297mm）／19.6.4／10:32／長尾★★■


